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　上島町では、９月末から10月末にかけて、各地区にお
いて秋祭りが盛大に行われます。各地区ごとに、特色
のある神輿や壇尻を担いでの練り歩き等が有り、この
１ヶ月間は、町内が祭り一色となります。
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会
長
に
白
石
勝
也
氏（
松
前

町
長

）を
再
選

副
会
長
　
稲
本
隆
壽
氏
（
内
子
町
長
）　 

　

監
　
事
　
髙
野
宗
城
氏
（
久
万
高
原
町
） 

　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
6
月
3
日
午
後
2

時
か
ら
「
県
自
治
会
館
」
で
臨
時
総
会
を

開
催
し
た
。

　

こ
の
臨
時
総
会
は
、
現
在
の
会
長
、
副

会
長
、
監
事
の
任
期
が
6
月
5
日
で
満
了

と
な
る
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
、
県
内

7
町
長
及
び
上
島
町
と
愛
南
町
は
副
町
長

が
代
理
出
席
し
た
。

　

総
会
は
次
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

白
石
会
長

3　

会　

議

　
　

白
石
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
、
次
の

　

3
議
案
を
一
括
上
程
し
、
事
務
局
の
説

　

明
を
求
め
た
。

　

⑴　

会
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

⑵　

副
会
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

⑶　

監
事
の
選
挙
に
つ
い
て

　

事
務
局
か
ら

　
　

選
出
を
必
要
と
す
る
理
由
、任
期
、関

係
規
約
等
の
説
明
が
あ
り
、
選
出
を
進

め
る
中
で
、
山
下
伊
方
町
長
か
ら
「
会

長
に
白
石
松
前
町
長
、
副
会
長
に
稲
本

内
子
町
長
、
監
事
に
髙
野
久
万
高
原
町

長
を
選
出
さ
れ
た
い
」
旨
の
発
言
が
な

さ
れ
、
た
だ
ち
に
こ
れ
を
会
議
に
諮
っ

た
と
こ
ろ
全
員
異
議
な
く
、
左
記
の
と

お
り
新
役
員
を
選
出
し
た
。

　
　

続
い
て
選
出
さ
れ
た
新
役
員
を
代
表

し
て
白
石
会
長
か
ら
就
任
の
あ
い
さ
つ

が
行
わ
れ
た
。

　
　

選
出
さ
れ
た
新
役
員
は
、
次
の
と
お

り
。

　

会　

長　
　

白　

石　

勝　

也

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
予
郡
松
前
町
長
）

　

副
会
長　
　

稲　

本　

隆　

壽

　
　
　
　
　
　
　
　
（
喜
多
郡
内
子
町
長
）

　

監　

事　
　

髙　

野　

宗　

城

　
　
　
　
　
（
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
長
）

　

な
お
、
任
期
は
平
成
25
年
6
月
6
日
か

ら
平
成
27
年
6
月
5
日
ま
で
の
2
年
間
。

監　事
髙野　宗城 氏

副会長
稲本　隆壽 氏

会　長
白石　勝也 氏

【
定
例
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
平

成
25
年
度
第
1
回
定
例
理
事
会
を
6
月
8

日
㈯
午
前
10
時
30
分
か
ら
県
自
治
会
館
で

開
催
し
た
。

　

出
席
者
は
、
白
石
勝
也
･
高
須
賀
功

（
東
温
市
長
）･
寺
井
克
之
（
松
山
市
議
会

議
長
）･
松
浦
司
（
鬼
北
町
議
会
議
長
）･

渡
部
明
忠
（
愛
媛
県
町
村
会
事
務
局
長
）

の
各
理
事
及
び
進
龍
太
郎
（
愛
媛
県
市
町

振
興
課
長
）･
大
西
裕
（
東
温
市
副
市
長
）

･
酒
井
啓
司
（
税
理
士
）
の
各
監
事
。

	

提
出
さ
れ
た
次
の
案
件
を
全
て
承
認
ま

た
は
決
定
し
た
。

○
議　

事

第
1
号
議
案　

平
成
24
年
度
事
業
報
告

第
2
号
議
案　

平
成
24
年
度
決
算
報
告

第
3
号
議
案　

平
成
25
年
度
事
業
計
画
の

　

変
更

第
4
号
議
案

　

平
成
25
年
度
収

　

支
補
正
予
算

第
5
号
議
案

　

愛
媛
県
市
町
連

　

携
事
業
助
成
金

第
6
号
議
案

　

平
成
25
年
度
定

　

時
評
議
員
会
の

　

開
催

○
報　

告

第
1
号
報
告

　

職
務
執
行
状
況

　
理
事
会
・
評
議
員
会
開
く

︵
公
財
︶愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

【
定
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）は
、平
成

25
年
度
定
時
評
議
員
会
を
6
月
23
日
㈰
午

前
10
時
30
か
ら
県
自
治
会
館
で
開
催
し
た
。

　

出
席
者
は
、
大
城
一
郎
（
八
幡
浜
市

長
）・
宇
髙
英
治（
四
国
中
央
市
議
会
議

長
）・
上
村
俊
之
（
上
島
町
長
）・
松
澤
周

作
（
前
伊
方
町
議
会
議
長
）･
柏
原
準（
愛

媛
県
町
村
議
会
議
長
会
次
長
）
の
各
評
議

員
及
び
大
西
裕
（
東
温
市
副
市
長
）･
酒

井
啓
司
（
税
理
士
）
の
各
監
事
並
び
に
白

石
理
事
長
・
渡
部
常
務
理
事
等
。

　

白
石
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

定
款
に
よ
り
松
澤
周
作
評
議
員
を
議
長
に

選
出
し
、
議
事
録
署
名
人
に
宇
髙
英
治
・

上
村
俊
之
の
両
評
議
員
を
指
名
。

　

提
出
さ
れ
た
次
の
案
件
を
全
て
承
認
し

た
。

第
1
号
議
案

　

平
成
24
年
度
事

　

業
報
告
及
び
決

　

算
の
承
認

第
2
号
議
案

　

平
成
25
年
度
事

　

業
計
画
の
変
更

　

の
承
認

第
3
号
議
案

　

平
成
25
年
度
収

　

支
補
正
予
算
の

　

承
認

▶
定
例
理
事
会

▶
定
時
評
議
員
会
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係
長
・
中
級
職
員
研
修
会

あ
わ
せ
て
37
人
が
受
講
　

　

本
会
は
、
本
年
度
の
「
町
（
市
）
職
員

研
修
計
画
」
に
基
づ
い
て
、「
係
長
職
員
研

修
会
」「
中
級
職
員
研
修
会
」（
6
月
5
日

か
ら
7
日
ま
で
）
を
え
ひ
め
青
少
年
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
上
野
町
）
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

　

係
長
職
員
研
修
、
中
級
職
員
研
修
の
修

了
証
書
に
替
え
て
別
項
「
受
講
者
名
簿
」

を
掲
載
す
る
。

平
成
25
年
度
﹁
係
長
職
員
研
修
会
﹂

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

16
人

市
町
名　
　
　

課　

名　

�

氏　

名　

上
島
町　
　

建　

設　

課�

　
　

横
井　

盛
治

久
万
高
原
町　
　

企
画
観
光
課�

　

岡　
　

誠
也

　

〃　
　
　

教
育
委
員
会�

　
　

坂
本　

耕
紀

松
前
町　
　

町　

民　

課�

　
　

徳
本　

敏
子

砥
部
町　
　

生
活
環
境
課�

　
　

中
村　
　

守

　

〃　
　
　
ひ
ろ
た
交
流
セ
ン
タ
ー�

林　
　
　

明

内
子
町　
　

自
治
・
学
習
課�

　

西
岡　

美
穂

　

〃　
　
　

環
境
政
策
室�

　

大
西　

恵
三

　

〃　
　
　

保
健
福
祉
課�

　

上
石
由
起
恵

　

〃　
　
　

町
並
・
地
域
振
興
課�

西
岡　

真
貴

鬼
北
町　
　

生
涯
教
育
課�

　

稲
屋　

浩
明

愛
南
町　
　

財
産
管
理
課�

　

山
下　

公
久

　

〃　
　
　

一
本
松
支
所�

　

谷
岡　

誠
司

　

〃　
　
　

水
産
振
興
室�

　

上
田　

耕
平

愛
南
町　
　

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー�

中
井　

洋
二

　

〃　
　
　

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー�

草
木
原　

恵

平
成
25
年
度
﹁
中
級
職
員
研
修
会
﹂

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

21
人

市
町
名　
　
　

課　

名　
　

�

氏　

名　

上
島
町　
　

教　

育　

課�

　

青
木　

麻
衣

　

〃　
　
　

住　

民　

課�

　

菊
本　

裕
美

久
万
高
原
町　
　

美
術
館
統
括
事
務
局�

吉
田　

有
理

松
前
町　
　

税　

務　

課�

　

山
本　

祐
輝

　

〃　
　
　

税　

務　

課�

　

西
畑　

佳
樹

　

〃　
　
　

学
校
教
育
課�

　

白
石　

未
和

砥
部
町　
　

生
活
環
境
課�

　

村
上　

周
司

　

〃　
　
　

生
活
環
境
課�

　

酒
井　

英
生

内
子
町　
　

保
健
福
祉
課�
　

岡
本　

隆
宏

　

〃　
　
　

保
健
福
祉
課�
　

菊
地　
　

健

　

〃　
　
　

保
健
福
祉
課�

　

井
関　

憲
利

　

〃　
　
　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課�

毛
利　

政
友

　

〃　
　
　

保
健
福
祉
課�

　

中
川　

涼
香

　

〃　
　
　

自
治
・
学
習
課�

　

森
岡　
　

瞳

伊
方
町　
　

政
策
推
進
課�

　

松
下　

洋
二

　

〃　
　
　

産
業
振
興
課�

　

佐
々
木
利
裕

　

〃　
　
　

教
育
委
員
会�

　

濵
本　

芳
彦

鬼
北
町　
　

生
涯
教
育
課�

　
　

兵
頭　

一
輝

　

〃　
　
　

企
画
財
政
課�

　

西
村　

明
子

愛
南
町　
　

総　

務　

課�

　

本
多　

大
輔

　

〃　
　
　

御
荘
支
所�

　
　

大
戸　
　

譲

時 間 帯

集合 (県自治会館の場合)
研修会場 受付
開講式
オリエンテーション

研修「地方公務員
　　　共済組合制度」

(11:30～12:00)

起床
朝の集い

(7:00～7:10)
清掃

(7:10～7:30)
朝食、研修の準備等

(7:30～8:20)

研修「地域おこし」
　地域おこし協力隊

(8:30～11:00)

研修「地域おこし」
　地域おこし協力隊

(8:30～11:00)

研修「隣国と日本」
(11:00～12:00)

起床
朝の集い

(7:00～7:10)
清掃

(7:10～7:30)
朝食、研修の準備等

(7:30～8:20)

研修「ＩＣＴと行政」
(8:30～10:20)

研修「地方議会制度」
(10:30～12:00)

６：３０
７：００

８：００

９：００
９：３０

１０：００
１０：３０

１１：００

１２：００

１３：００

１４：００

１５：００

１７：００

１８：００

１９：００

２０：００

２２：３０

〈昼 食〉 〈昼 食〉 〈昼 食〉

研修 「防災について」
(13:00～14:20)

研修「高齢者福祉
　　　　 について」

(14:30～16:30)

夕べの集い
(17:00～17:20)

ふれあい研修
(18:00～20:00)

入浴 (20:30～22:10)

消灯

研修「クレーム対応」
(13:00～14:50)

研修「道州制」
(15:00～16:30)

夕べの集い
(17:00～17:20)

夕食・意見交歓
(17:20～18:30)

研修「自己啓発」
(19:00～20:30)

入浴 (20:30～22:10)

消灯

研修「農林水産行政」
(13:00～14:20)

効果測定
(14:30～15:00)

奉仕活動
(15:00～15:20)

閉講式(15:25～
解 散(15:30)

〈第１日目〉
６月５日（水）

〈第２日目〉
６月６日（木）

〈第３日目〉
６月７日（金） 時 間 帯

集合 (県自治会館の場合)
研修会場 受付
開講式
オリエンテーション

研修「地方公務員
　　　共済組合制度」

(11:30～12:00)

起床
朝の集い

(7:00～7:10)
清掃

(7:10～7:30)
朝食、研修の準備等

(7:30～8:20)

研修「隣国と日本」
(11:00～12:00)

起床
朝の集い

(7:00～7:10)
清掃

(7:10～7:30)
朝食、研修の準備等

(7:30～8:20)

研修「メンタルヘルス」
(8:30～10:20)

研修「愛媛の国際化
　　　　　　 　　の現状」

(10:30～12:00)

６：３０
７：００

８：００

９：００
９：３０

１０：００
１０：３０

１１：００

１２：００

１３：００

１４：００

１５：００

１７：００

１８：００

１９：００

２０：００

２２：３０

〈昼 食〉 〈昼 食〉 〈昼 食〉

研修 「防災について」
(13:00～14:20)

研修「英会話入門」
(14:30～16:30)

夕べの集い
(17:00～17:20)

ふれあい研修
(18:00～20:00)

入浴 (20:30～22:10)

消灯

研修「地域づくり」
(13:00～14:50)

研修「道州制」
(15:00～16:30)

夕べの集い
(17:00～17:20)

夕食・意見交歓
(17:20～18:30)

研修「自己啓発」
(19:00～20:30)

入浴 (20:30～22:10)

消灯

研修「農林水産行政」
(13:00～14:30)

効果測定
(14:30～15:00)

奉仕活動
(15:00～15:20)

閉講式(15:25～
解 散(15:30)

〈第１日目〉
６月５日（水）

〈第２日目〉
６月６日（木）

〈第３日目〉
６月７日（金）

平成25年度　町（市）中級職員研修会　研修日程 平成25年度　町（市）係長職員研修会　研修日程
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分
を
含
む
細

胞
内
の
諸
成

分
が
ド
リ
ッ

プ
（
多
量
の

水
分
）
と

な
っ
て
出
て

し
ま
い
、
味

も
鮮
度
も
落

ち
て
し
ま
っ

て
い
ま
し

た
。
熟
成
技

術
で
旨
味
成

分
を
た
っ
ぷ

り
含
ん
だ
き

じ
肉
に
仕
上

げ
て
も
、
商
品
化
す
る
た
め
に
は
、
新
し

い
凍
結
法
を
考
え
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、そ
う
し
て
出
来
た
の
が「
ノ
ン
ド
リ
ッ

プ
製
法
」
で
す
。

　

こ
の
製
法
は
液
体
凍
結
法
と
い
っ
て
、

気
体
よ
り
液
体
の
方
が
熱
の
伝
導
率
が
高

い
（
冷
媒
の
熱
交
換
率
が
大
き
い
）
と
い

う
原
理
を
応
用
し
た
も
の
で
す
。
様
々
な

実
験
の
結
果
、
ド
リ
ッ
プ
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
に
は
、
熟
成
後
、
マ
イ
ナ
ス
30

度
以
下
の
ア
ル
コ
ー
ル
液
に
き
じ
を
浸
し

て
、
瞬
間
急
速
凍
結
さ
せ
る
の
が
最
良
な

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
急
速
に
内
部
ま

で
凍
結
す
る
こ
と
で
、
細
胞
破
壊
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
解
凍
時
の
ド

リ
ッ
プ
の
発
生
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。

　

こ
う
し
た
様
々
な
努
力
の
結
果
、
最
良

の
状
態
の
き
じ
肉
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
最
良
の
状
態
だ
か
ら
こ
そ
、
冷

凍
保
存
中
の
劣
化
も
防
げ
、
長
期
保
存
が

可
能
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

鬼
北
町
が
自
信
を
持
っ
て
お
奨
め
す
る

「
鬼
北
熟
成
き
じ
肉
」を
是
非
一
度
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
3
月
10
日
に
南
予
に
と
っ
て
待

望
久
し
か
っ
た
高
速
道
路
が
宇
和
島
北
イ

ン
タ
ー
ま
で
開
通
し
、
近
く
て
遠
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
一
変
い
た
し
ま
し
た
。
四

季
を
通
し
て
多
く
の
観
光
客
が
来
訪
さ

れ
、
豊
か
で
生
き
生
き
と
し
た
自
然
美
に

身
を
ま
か
せ
、
海
の
幸
・
山
の
幸
を
活
か

し
た
美
食
を
巡
り
、
な
に
よ
り
も
純
朴
で

温
か
い
南
予
の
人
に
接
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
長
生
き
で
き
る
こ
と
請
け
合
い
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

鬼
北
町
に
と
り
ま
し
て
も
、
三
間
イ
ン

タ
ー
の
開
通
は
、
人
、
物
、
金
の
流
れ
が

変
わ
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

捉
え
、
本
物
の
「
癒
し
」
を
五
感
で
体
感

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
仕
掛
け
を
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
清
流
四
万

十
川
の
源
流
で
あ
る
広
見
川
や
足
摺
宇
和

海
国
立
公
園
内
に
あ
る
成
川
渓
谷
、
鍾
乳

洞
の
あ
る
安
森
渓
谷
、
ロ
ッ
ジ
の
整
備
さ

れ
た
節
安
渓
谷
な
ど
、
森
の
恵
み
等
を
舞

台
に
「
森
と
水
と
里
地
・
里
山
」
に
親
し

ん
で
い
た
だ
く
「
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
」

を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
癒
し
と
い
う
響
き
に
関
連
す
る
言
葉

は
」
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
男
・
女
と
も
ト
ッ

プ
テ
ン
に
入
っ
て
い
る
言
葉
は
「
安
ら
ぎ
」

「
和
み
」「
楽
し
み
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ

れ
ら
を
体
感
し
て
い
た
だ
く
「
癒
し
の
里
」

が
鬼
北
町
で
あ
る
と
、
自
信
を
持
っ
て
お

勧
め
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

鬼
北
町
の
魅
力
は
「
美
し
い
日
本
の
原

風
景
を
守
り
続
け
て
い
る
こ
と
」「
古
き
良

き
地
域
の
文
化
を
将
来
に
向
け
て
引
き
継

い
で
い
る
こ
と
」「
安
心
・
安
全
で
美
味
し

い
食
材
を
お
届
け
し
て
い
る
こ
と
」
そ
し

て
4
つ
目
が
「
笑
顔
と
優
し
さ
で
お
も
て

な
し
す
る
心
根
を
持
ち
続
け
て
い
る
こ

と
」
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

鬼
北
町
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
が
、
鬼

北
町
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
リ

ピ
ー
タ
ー
と
し
て
、
た
び
た
び
訪
れ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
「
笑
顔
」
と
「
お
も
て
な

し
の
心
」
で
お
世
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
安
心
・
安
全
で
美
味
し
い
食
材

「
鬼
北
熟
成
き
じ
が
美
味
し
い
秘
密
」に
つ

い
て
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

す
べ
て
の
秘
密
は
、「
熟
成
」「
急
速
凍

結
」「
長
期
保
存
」
技
術
の
確
立
に
あ
り
ま

す
。
き
じ
肉
は
処
理
後
す
ぐ
食
べ
る
よ
り
、

2
日
ほ
ど
熟
成
さ
せ
て
か
ら
食
べ
た
方
が

美
味
し
い
こ
と
は
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
化
学
的
に
実
験
し
た
と
こ
ろ
、
旨
味

の
主
成
分
「
イ
ノ
シ
ン
酸
」
等
が
48
時
間
経

過
後
に
最
大
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
つ

ま
り
は
そ
の
時
が
熟
成
の
ピ
ー
ク
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
時
に
凍
結
処
理
を
す
る
の

が
ベ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
熟
成
と
は
、
除
々
に
腐
敗
が
進

行
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

「
き
じ
肉
の
熟
成
を
進
め
つ
つ
も
、腐
敗
を

可
能
な
限
り
押
さ
え
る
」
こ
の
相
反
す
る

問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、
一
定
の
低
温

で
48
時
間
寝
か
せ
る
こ
と
が
最
適
だ
と
分

か
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
き
じ
肉
が
1
年
の
う
ち
一
番
身

が
締
ま
っ
て
美
味
し
く
な
る
の
は
、
12
月

～
3
月
上
旬
頃
の
わ
ず
か
4
个
月
間
で

す
。
美
味
し
い
「
鬼
北
熟
成
き
じ
」
を
年

間
通
し
て
安
定
供
給
す
る
た
め
に
は
冷
凍

は
不
可
欠
で
し
た
。

　

し
か
し
、
従
来
の
凍
結
法
で
は
、
凍
結

時
に
細
胞
内
の
水
分
が
膨
張
し
て
細
胞
を

破
壊
、
さ
ら
に
凍
結
で
凍
っ
た
成
分
の
微

結
晶
が
ど
ん
ど
ん
結
合
し
て
い
っ
そ
う
細

胞
破
壊
を
進
め
、
解
凍
時
に
は
、
旨
味
成

随想随想随想

﹁
鬼
北
町
へ
の
誘
い
﹂

 

鬼
北
町
長　

甲
　
岡
　
秀
　
文
　広見川

き
じ
鍋
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

　

松
前
の
夏
の
風
物
詩
「
ま
さ
き
町
夏
祭

り
」
を
、
塩
屋
海
岸
と
松
前
公
園
で
開
催

し
ま
す
。

　

塩
屋
海
岸
で
行
わ
れ
る
「
は
ん
ぎ
り
競

漕
」
は
、
は
ん
ぎ
り
と
い
わ
れ
る
直
径
1
．

5
メ
ー
ト
ル
の
木
製
の
桶
を
使
っ
て
、
体

全
体
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
前
後
に

漕
ぎ
、
そ
の
反
動
で
進
ん
で
い
く
競
技
で

す
。
海
上
で
大
き
な
桶
を
浮
か
べ
て
競
い

合
う
こ
の
競
技
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◉
ま
さ
き
町
夏
祭
り

松
前
町

◦
期
　
間
：
7
月
₂₀
日
㈯
～
9
月
1
日
㈰

◦
観
覧
料
：
一
　
　
般
　
4
0
0
円

　
　
　
　
　
小
中
学
生
　
2
0
0
円

　

す
べ
て
の
昆
虫
は

大
き
く
成
長
す
る
た

め
、
柔
軟
性
の
な
い

殻
（
外
骨
格
）
を
脱

が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
「
脱
皮
」
と
い
い
ま
す
。
ト

ン
ボ
（
ヤ
ゴ
）
や
セ
ミ
の
幼
虫
と
い
っ
た
野

外
で
も
見
つ
け
や
す
い
昆
虫
の
脱
け
殻
は

有
名
で
す
が
、身
近
な
存
在
で
あ
る
カ
メ
ム

シ
や
ゴ
キ
ブ
リ
、カ
ブ
ト
ム
シ
や
チ
ョ
ウ
の

幼
虫
や
蛹
に
も
見
事
な
脱
け
殻
が
存
在
す

る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
昆
虫
だ
け
で
な
く

ク
モ
や
カ
ニ
、
エ
ビ
な
ど
の
節
足
動
物
、
脊

椎
動
物
で
あ
る
ヘ
ビ
や
カ
メ
、カ
エ
ル
な
ど

の
一
風
変
わ
っ
た
「
ぬ
け
が
ら
」
も
展
示
し
、

そ
の
形
の
精
巧
さ
と
美
し
さ
、脱
皮
を
す
る

生
き
物
の
成
長
の
不
思
議
を
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
ヒ
ト
と
は
全
く
異
な
る
成
長
の
方

法
で
あ
り
「
脱
皮
」。
脱
皮
の
全
て
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
特
別
展
を
お
楽
し
み
に
。

◉
面
河
山
岳
博
物
館 

第
47
回
特
別
展

「
ぬ
け
が
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

 

〜
脱
皮
で
変
身
す
る
生
き
物
た
ち
〜
」

久
万
高
原
町

︻
展
示
の
み
ど
こ
ろ
︼

　

み
ん
な
の
憧
れ
、
イ
セ
エ
ビ
と
タ
ラ
バ
ガ
ニ
（
の
ぬ

け
が
ら
）。
こ
の
巨
体
が
脱
皮
す
る
の
は
命
が
け
で
す
。

　

今
年
は
８
月
２
日
㈮
・
３
日
㈯
の
２
日

間
、
久
万
高
原
町
久
万
商
店
街
を
中
心
に

久
万
納
涼
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

２
日
㈮
の
「
久
万
お
ど
り
」
で
は
、
各

チ
ー
ム
が
華
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
踊
り
の
競
演
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

３
日
㈯
の
「
久
万
山
御
用
木
ま
つ
り
」

は
、
松
山
城
築
城
の
際
に
良
質
な
久
万
山

の
木
材
が
用
立
て
ら
れ
た
史
実
が
起
こ
り

で
、
本
命
か
き
比
べ
で
は
、
約
５
５
０
ｍ

の
距
離
を
、
全
長
６
ｍ
、
重
さ
約
２
０
０

㎏
の
丸
太
を
１
チ
ー
ム
11
人
で
担
い
で
走

る
タ
イ
ム
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

疾
走
中
沿
道
か
ら
は
お
清
め
の
水
を
か

け
ら
れ
、走
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
中
、一

番
丸
太
を
目
指
し
て
各
チ
ー
ム
が
競
い
合

う
迫
力
あ
る
ま
つ
り
で
す
。

　

暑
さ
忘
れ
る
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
に
、

み
な
さ
ん
お
そ
ろ

い
で
お
出
か
け
下

さ
い
。

◉
久
万
納
涼
ま
つ
り

久
万
お
ど
り

　▲カブトムシの
　　ぬけがら

 ▲タラバガニの
　 ぬけがら

 ▲イセエビの
　 ぬけがら

久
万
山
御
用
木
ま
つ
り

　

ま
た
、
ス
イ
ム
、
ラ
ン
、
は
ん
ぎ
り
を

行
っ
て
競
う
「
は
ん
ぎ
り
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
」
も
行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

　

松
前
公
園
で
は
、
町
内
小
学
校
児
童
に

よ
る
伝
統
芸
能
の
発
表
、
金
管
バ
ン
ド
の

演
奏
、
餅
撒
き
や
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
ま
さ
き
音
頭
を
行
い
ま
す
。
ま
さ
き
音

頭
に
は
総
勢
1
，
0
0
0
人
が
参
加
し
、

各
団
体
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
踊
り
や
衣
装

を
披
露
し
ま
す
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
の
は
、
打
ち
上
げ

花
火
で
す
。
公
園
周
辺
で
は
、
夜
市
や
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
日
に
は
、
前
夜
祭
「
カ
ラ
オ
ケ
の
夕

べ
」
を
松
前
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 
　
8
月
3
日
㈯

◆
問
い
合
わ
せ

　

ま
さ
き
町
夏
祭
り
実
行
委
員
会

　

℡
0
8
9
-9
8
4
-1
4
2
7
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◉
夏
は
涼
し
い
権
現
山
で

　
　
　
　
　

流
し
そ
う
め
ん

砥
部
町

　

緑
あ
ふ
れ
る
権
現
山
で
、
の
ど
越
し
の

良
い
そ
う
め
ん
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

♦
期　

間　

9
月
8
日
㈰
ま
で

♦
時　

間　

9
時
〜
17
時

♦
場　

所　

権
現
山
休
憩
所
（
砥
部
町
総
津
）

♦
料　

金　

　

•
中
学
生
以
上　

５
０
０
円

　

•
小
学
生　
　
　

３
０
０
円

　

•
小
学
生
未
満　

２
０
０
円

♦
問
い
合
わ
せ　

　

○
権
現
山
休
憩
所

　
　

℡ 

０
８
９（
９
６
９
）２
１
５
２

　

○
砥
部
町
産
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　

砥
部
焼
観
光
係

　
　

℡ 

０
８
９（
９
６
2
）７
２
８
８

◉
と
べ
温
泉 

湯
砥
里
館
20
周
年

　

感
謝
の
大
抽
選
会

　

平
成
5
年
に
開

館
し
た
「
と
べ
温

泉 

湯
砥
里
館
」は

8
月
で
20
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
ご
愛

顧
に
感
謝
し
、
入

浴
さ
れ
た
人
に
、

町
の
特
産
品
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
商
品
が
当

た
る
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
お
そ
ろ
い
で
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

◆
実
施
期
間　

8
月
2
日
㈮
〜
8
日
㈭

◆
営
業
時
間

　

10
時
〜
22
時
（
21
時
30
分
札
止
め
）

◆
料　

金

　

•
65
歳
以
上　
　

2
5
0
円

　

•
中
学
生
以
上　

3
5
0
円

　

•
小
学
生　
　
　

2
0
0
円

　

•
6
歳
未
満　
　

無
料

♦
問
い
合
わ
せ

　

○
と
べ
温
泉　

湯
砥
里
館

　
　

℡ 

０
８
９（
９
６
2
）７
２
０
０

　

○
砥
部
町
産
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　

砥
部
焼
観
光
係

　
　

℡ 

０
８
９（
９
６
2
）７
２
８
８

　

2
0
1
1
年
内
子
座
公
演
が
大
成
功
に

終
わ
っ
た
、
日
本
フ
ラ
メ
ン
コ
市
場
最
大

の
ヒ
ッ
ト
作
「
F
L
A
M
E
N
C
O　

曽

根
崎
心
中
」
が
内
子
座
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

　

作
品
は
、
近
松
門
左
衛
門
が
描
い
た
極

限
の
愛
を
フ
ラ
メ
ン
コ
で
表
現
す
る
舞
踊

劇
。
2
0
0
1
年
の
初
演
以
来
、
国
内
外

で
上
演
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

主
演
に
舞
踏
家
の
鍵
田
真
由
美
さ
ん
、

佐
藤
浩
希
さ
ん
。
作
詞
家
の
阿
木
燿
子
さ

ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
作
詞
、
歌
手
の
宇

崎
竜
童
さ
ん
が
音
楽
監
修
・
作
曲
を
手
掛

け
て
い
ま
す
。

◉
F
L
A
M
E
N
C
O 

曽
根
崎
心
中

内
子
町

☆公演日時：10月５日㈯～６日㈰　全３公演
　○10月５日㈯
　　　昼の部　開場12時00分　開演12時30分　終演14時30分
　　　夜の部　開場15時30分　開演16時00分　終演18時00分
　○10月６日㈰
　　　昼の部　 開場12時00分　開演12時30分　終演14時30分

☆公演会場：「内子座」
　
☆チケット料金：松席9,000円　竹席8,000円　梅席6,000円

☆お問い合わせ先
　　フラメンコ曽根崎心中内子座公演実行委員会事務局
　　Tel. ０８９３－４４－２１１８
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伊
方
町
で
は
、
毎
年
恒
例
の
「
瀬
戸
の

花
嫁
ま
つ
り
」
を
８
月
４
日
㈰
に
開
催
し

ま
す
。

　

伊
方
町
三
机
の
須
賀
公
園
を
主
会
場
に

相
撲
大
会
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
魚
の
つ
か

み
取
り
等
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ

ん
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
前
で
趣

向
を
凝
ら
し
た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
ョ
ー
、
荷

揚
げ
場
で
歌
謡
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
女
性
部
、
青
年
部
の
協

力
に
よ
り
納
涼
屋
台
も
出
店
し
ま
す
。

　

ま
つ
り
の
最
後
を
飾
る
の
は
、
打
ち
上

げ
ら
れ
た
花
火
が
三
机
湾
に
美
し
く
映
え

る
海
上
花
火
大
会
で
す
。
ご
家
族
皆
さ
ん

で
会
場
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◉
第
28
回 

瀬
戸
の
花
嫁
ま
つ
り

伊
方
町

※
午
前
10
時
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ま
で
に
須
賀
会
場
に
来
ら

れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20

名
の
方
に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

券
（
2
，
0
0
0
円
、
鯛
め

し
付
き
）
が
当
た
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■お問い合わせ先
　伊方町役場 瀬戸総合支所 地域振興室
　瀬戸イベント実行委員会　℡ ０８９４－５２－０１１１

◉
夏
休
み
は
愛
南
の
海
を
体
験
し
よ
う
！

　
　
　
　
　
「
愛
南
町
エ
コ
マ
リ
ン
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
3
」

 

　
　

８
月
10
日
㊏
・
11
日
㊐ 

愛
南
町

　

愛
南
町
で
は
、
毎
年
夏
に
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
体
験
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

愛
南
町
の
雄
大
な
自
然
と
マ
リ
ン
ブ
ル
ー

に
染
ま
っ
た
南
国
の
海
の
い
ろ
い
ろ
な
サ

ン
ゴ
や
色
と
り
ど
り
の
生
き
物
た
ち
が
、

皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
教
室
で
は
、

ま
ず
須
ノ
川
海
岸
に
生
息
し
て
い
る
魚
や

サ
ン
ゴ
等
を
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
簡
単
に

説
明
し
ま
す
。
そ
の
後
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
講
習
が
あ
り
ま
す
の
で
、
初

心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。
今
年
の
夏
は
、
探
検
隊
気
分
で

小
さ
な
冒
険
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
須
ノ
川
公

園
管
理
事
務
所
（
℡
0
8
9
5
-８
５
-

０
２
０
０
）
又
は
愛
南
町
役
場
内
海
支
所

（
℡
0
8
9
5
-８
５
-０
３
１
１
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

イベント 8/10 8/11 参加費（1人） 定 員

シュノーケリング探検隊 in 須ノ川 第1回目 第2回目 3,400円 1回20名

※対象は中学生以上ですが、小学校4年生以上は保護者同伴で参加できます。
※複数で申し込まれると、参加料の割引があります。

■開催場所　三机須賀公園（主会場）
◇主なスケジュール

10:00～

オープニングセレモニー
•あいさつ
•テープカット
•和太鼓集団「風」太鼓演奏
•もちまき

11:00～ すもう大会（小学生・青年団）
11:00～15:00 バーベキューコーナー
14:00～ 入場者プレゼント抽選会
14:30～ 魚のつかみ取り（小学生以下）
17:00～ もちまき
17:30～18:10 ブライダルショー  
17:00～20:00 納涼屋台
18:30～20:00 歌謡ショー　　
20:00～20:30 海上花火大会
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6
月
の
会
と
催
し

　　
　

想
定
へ
の
備
え

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
や
た
ら
目
に
す
る
こ

と
ば
の
一
つ
に
『
想
定
』
が
あ
る
。「
あ
る

一
定
の
情
況
を
仮
に
想
い
描
く
こ
と
。」（
広

辞
苑
）
で
あ
る
。こ
の
『
想
定
』
を
主
観
的

に
捉
え
れ
ば
現
実
と
乖
離
、
全
く
意
味
の

な
い
も
の
と
な
り
、
結
果
と
し
て
『
想
定

外
』
に
変
換
さ
れ
、当
事
者
側
の
言
い
訳
で

幕
引
き
と
な
る
。
何
か
事
件
が
発
生
し
た

際
に
、世
間
に
対
し
『
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。』
一
列
に
並
び
頭
を
下
げ
る

様
に
似
て
い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。『
想

定
』
を
客
観
的
に
捉
え
、そ
の
対
処
を
真
か

ら
構
え
て
い
れ
ば
、
そ
の
努
力
だ
け
で
も

全
て
が
想
定
外
に
な
ら
な
い
は
ず
…
。

　

さ
て
、
今
年
の
日
本
列
島
は
梅
雨
入
り

宣
言
の
後
、
晴
天
が
続
き
一
足
早
い
猛
暑

か
ら
極
端
に
降
雨
の
少
な
い『
カ
ラ
梅
雨
』

と
云
わ
れ
、
各
地
の
ダ
ム
が
水
量
を
危
惧

し
た
途
端
に
大
雨
、
さ
ら
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨

が
各
地
を
襲
っ
た
。
昨
年
の
6
月
も
降
雨

量
が
列
島
各
地
で
記
録
破
り
を
し
た
が
、

今
年
も
記
録
的
な
大
雨
、
豪
雨
の
月
と

な
っ
た
。

　

ド
ナ
ウ
川
の
氾
濫
な
ど
欧
州
に
お
け
る

大
雨
。
大
洪
水
、
ロ
シ
ア
の
猛
暑
と
大
雪
、

イ
ン
ド
の
大
洪
水
な
ど
、
6
月
は
世
界
各

地
で
自
然
の
猛
威
が
止
ま
る
こ
と
の
な
い

異
常
な
天
候
で
あ
っ
た
。

　

確
か
30
年
に
一
度
起
る
こ
と
を
”
異
常

気
象
”現
象
と
称
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、毎

年
が
今
や
異
常
気
象
で
あ
る
よ
う
に
想
え

て
な
ら
な
い
。

　

過
去
20
年
間
に
世
界
で
発
生
し
た
自
然

災
害
に
よ
る
経
済
損
失
は
、
そ
の
5
0
%

が
ア
ジ
ア
に
集
中
、
年
平
均
約
3
兆
4
千

億
円
に
な
る
（
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の
報
告

書
）
と
の
こ
と
。

　

地
球
上
の
異
常
気
象
は
、
人
間
が
生
み

出
し
た
利
己
主
義
や
自
国
至
上
主
義
に
よ

る
環
境
保
全
問
題
と
関
連
が
あ
る
。
別
途
、

日
本
列
島
は
、
防
御
不
可
能
な
地
震
地
帯

に
あ
り
、
引
越
し
も
出
来
な
い
た
め
、
自

然
と
の
共
存
を
意
識
、
備
え
る
し
か
な
い
。

　

地
震
の
予
知
が
、
ま
っ
た
く
出
来
な
い

事
は
今
の
定
説
で
あ
る
。
し
か
し
予
測
は
、

過
去
か
ら
は
じ
き
出
し
た
も
の
で
あ
り
疎

か
に
出
来
な
い
。
地
震
調
査
委
員
会
（
政

府
）
は
、
先
に
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
起
き

る
巨
大
地
震
の
確
率
な
ど
長
期
評
価
と
し

て
、
今
後
30
年
以
内
に
Ｍ
8
以
上
の
確
率

を
60
～
70
％
と
公
表
。
東
海
・
東
南
海
・

南
海
の
地
域
ご
と
の
確
率
を
し
な
い
。
ま

た
、
Ｍ
9
な
ど
最
大
級
の
確
率
算
出
を
見

送
っ
た
。
し
か
し
、
4
月
の
淡
路
島
地
震

は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
に
関
係
あ
り
と

の
専
門
家
の
意
見
も
あ
る
。
さ
ら
に
本
県

に
お
い
て
は
、
安
芸
灘
～
伊
予
灘
～
豊
後

水
道
海
域
で
の
地
震
発
生
が
、
南
海
地
震

よ
り
先
に
起
る
予
測
が
濃
厚
で
あ
る
。

　

今
は
、
じ
わ
り
じ
わ
り
と
迫
っ
て
来
る

想
定
へ
の
備
え
が
緊
要
で
あ
ろ
う
。

　
『
今
で
し
ょ
う
！
』災
害
時
の
備
蓄
は
、1

人
一
日
3
㍑
の
水
を
は
じ
め
、従
来
の
3
日

分
か
ら
1
週
間
分
の
食
料
確
保
が
必
要
と

の
こ
と
。ま
ず
行
う
こ
と
は
「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
」
自
助
で
あ
る
。
共
助
、
公
助

と
の
一
体
化
は
、
次
の
段
階
に
な
る
…
。

�

　
　
（
Ｔ
）

　
「
人
生
の
夕
暮
れ
は

　
　
　
　

そ
の
ラ
ン
プ
を
携
え
て
来
る
」

�

（
ジ
ュ
ウ
ベ
ー
ル　

フ
ラ
ン
ス
の
道
徳
家
）

一

筆

▽
3
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
臨
時
総
会
、
愛

媛
県
町
村
会
平
成
25
年
度
第
2
回
全
員

連
絡
会

▽
4
日
＝
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
平
成
25

年
度
第
1
回
理
事
会
、
平
成
25
年
度
全

国
簡
易
水
道
大
会
及
び
通
常
総
会
、
全

国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
第
1
2
0

回
理
事
会
、
過
疎
対
策
関
係
施
策
に
関

す
る
要
望
実
行
運
動
、
平
成
25
年
度
愛

媛
県
非
常
通
信
協
議
会
委
員
会
、（
公

財
）
愛
媛
県
畜
産
協
会
第
1
回
理
事
会

▽
5
日
＝
平
成
25
年
度
町（
市
）係
長
・
中

級
職
員
研
修
会
（
7
日
ま
で
）、第
72
回

国
民
体
育
大
会
愛
媛
県
準
備
委
員
会
第

8
回
総
会

▽
6
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

平
成
24
年
度
会
計
監
査
、
愛
媛
県
町
村

議
会
議
長
会
役
員
会
、
愛
媛
県
町
村
議

会
議
長
会
会
長
の
異
動
に
伴
う
事
務
引

継
ぎ

▽
8
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

平
成
25
年
度
第
1
回
理
事
会

▽
10
日
＝
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
平

成
25
年
度
第
1
回
評
議
員
会
、（
一
般
）

愛
媛
県
発
明
協
会
平
成
25
年
度
理
事
会

及
び
通
常
総
会
、
平
成
25
年
度
第
1
回

え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構
総
会

▽
11
日
＝
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
平

成
25
年
度
第
1
回
理
事
会

▽
13
日
＝
全
国
町
村
会
政
調
幹
事
会
・
都

道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議
・
災
害

共
済
事
務
連
絡
会
議
、
中
央
教
育
審
議

会
教
育
制
度
分
科
会
（
第
25
回
）、平
成

25
年
度
移
行
後
の
法
人
の
定
期
提
出
書

類
に
関
す
る
説
明
会

▽
14
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、（
一

財
）
全
国
自
治
協
会
理
事
会
、
全
国
生

協
理
事
会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都

道
府
県
会
長
会
、
全
国
生
協
総
代
会
・

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
、
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
専
門
委
員
会

▽
18
日
＝
え
ひ
め
国
体
選
手
及
び
指
導
者

確
保
推
進
班
会
議
、
愛
媛
県
租
税
教
育

推
進
協
議
会
定
期
総
会
、
都
道
府
県
退

職
手
当
組
合
職
員
研
修
会

▽
19
日
＝（
公
財
）え
ひ
め
産
業
振
興
財
団

定
時
評
議
員
会
、
愛
媛
県
暴
走
族
対
策

会
議

▽
20
日
＝
全
国
市
町
村
振
興
協
会
評
議
員

会
、
第
1
0
8
回
日
本
下
水
道
事
業
団

評
議
員
会

▽
23
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

平
成
25
年
度
定
時
評
議
員
会

▽
24
日
＝
全
国
議
長
会
会
長
選
挙
に
関
す

る
面
談
、
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
懇
談
会

▽
26
日
＝
平
成
25
年
度
労
働
安
全
衛
生
業

務
担
当
者
研
修
会

▽
28
日
＝（
公
財
）全
国
市
町
村
研
修
財
団

評
議
員
会
、
面
接
試
験
技
法
研
修
会


